第２号様式（第４条関係）
年　　月　　日
会津若松市長　あて

ＵＩＪターン等移住給付金交付申請書兼実績報告書

　会津若松市ＵＩＪターン等移住給付金交付要綱第４条第２号に基づき、ＵＩＪターン等移住給付金の交付を申請します。
１　申請者に関すること
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	生年月日（年齢）

	氏名
	
	　　年　　月　　日（　　歳）

	住所
	〒
会津若松市

	電話番号
	

	メールアドレス
	



２　移住に関すること
	[bookmark: _Hlk137021866]移住年月日（転入日）
	年　　月　　日

	移住の区分
（該当するものに〇）
	単身
	
	世帯
	　　　

	移住の実践内容
（該当するものに〇）
	Ｕターン
	
	孫ターン等
	

	世帯の場合
	本人を除く家族の人数
	人

	
	　　　 うち18歳未満
	人



３　該当する要件（該当するものに〇）
	[bookmark: _Hlk137021938]移住後の要件
	Ｆターン就業
	
	テレワーク
	

	
	関係人口
	
	起業
	



４　転入前の住所（過去５年間）
	期間（転出入日）
	住所

	年　月　日　
～　年　月　日　
	

	年　月　日　
～　年　月　日　
	

	年　月　日　
～　年　月　日　
	




Ｕターンに該当する者のみ
５　Ｕターンの実践について（該当するものに〇）
	Ｕターンを実践した者
	申請者
	
	配偶者
	



　Ｕターンを実践した者の本市での居住歴（５年間分）
	本市での居住歴
	住所

	年　月　日　
～　年　月　日　
	会津若松市

	年　月　日　
～　年　月　日　
	会津若松市

	年　月　日　
～　年　月　日　
	会津若松市



６　確認事項（移住後の要件として該当するものに回答）
⑴　Ｆターン就業
	確認内容
	✓

	当該法人等に、給付金の申請日から５年以上継続して勤務する意思を有していること。
	



⑵　テレワーク
	確認内容
	✓

	所属先企業等からの命令ではなく、自己の意思により移住したこと。
	

	本市を生活の本拠とし、移住元での業務を引き続き行うこと。
	

	移住先でテレワークにより勤務する（原則、通勤しない）こととし、かつ週20時間以上テレワークを実施すること。
	



⑶　関係人口
	確認内容
	✓

	就業した方
	就業してから５年以上、継続して勤務する意思を有していること。
	

	起業した方
	福島県内で新規に起業し、開業の届出をしていること。
	

	農林水産業に就業した方
	福島県内で農林水産業に就業していること。ただし、将来的な就業のための研修等を含む。
	

	家業へ就業した方
	家業へ就業する者。ただし、就業先は市内に限る。
	





⑷　起業
	[bookmark: _Hlk194009365]確認内容
	✓

	１年以内に福島県が県実施要領により実施する起業支援事業に係る起業支援金の交付決定を受けていること。
	



７　交付申請額
　　　　　　　　　　円

[bookmark: _Hlk194052475]８　支給先アカウント情報（申請者のアカウントです。）
【受取アカウント情報記入欄】※給付金を受け取る会津コインアカウントの登録情報を記入してください。
	氏　　名
	携帯電話番号

	
	



９　添付書類
⑴　ＵＩＪターン等移住給付金の交付申請に関する誓約・同意事項（第２号様式の別紙１）
⑵　規定の書類一式
